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よく学び、よく働き、よく遊ぶ　オンとオフがはっきりした病院です。
高度救急医療からがん診療まで幅広く学べます。
学会等の研修サポートが充実しています。
大学病院に準じる病院（DPC特定病院群）でありながら、プライマリーケアーにも強く、
最新鋭の設備が充実しています。　
サブスペシャリティー研修重視型、しっかりローテーション型両方選択できます。
京都府1番の救急症例件数があなたの成長に直結します。

宇治徳洲会病院での長めの研修を希望する場合は、１年半から２年の研修ができます。
宇治徳洲会病院を通じて申し込んでください。

内科 外科 麻酔科 救急科 小児科 総合
診療科

専攻医研修の特徴

京都府南部の基幹病院です。

基幹施設

他基幹施設の連携施設

● 整形外科
●形成外科
●産婦人科

●脳神経外科
●病理診断科
●泌尿器科
●放射線科
●眼科
●耳鼻咽喉科・頭頸部外科

滋賀医科大学医学部附属病院

京都大学医学部附属病院

島根大学医学部附属病院／奈良県立医科大学附属病院／
湘南鎌倉総合病院

京都大学医学部附属病院

京都大学医学部附属病院

滋賀医科大学医学部附属病院

滋賀医科大学医学部附属病院

京都大学医学部附属病院

京都大学医学部附属病院

病院の特徴

重症救急の拠点／ハイブリッドER／ＥＣＭＯセンター／熱傷センター救命救急センター

災害時派遣医療チーム(DMAT)／免震構造で地域災害に対応／
中型ヘリ対応屋上ヘリポート災害医療拠点病院

小児科、小児外科／産婦人科が連携／胎児エコー診断　　地域周産期母子
医療センター

がん治療と連携の中心／外来化学療法センター／放射線治療／
ダビンチＸＩ

地域がん診療
連携拠点病院

地域医療と連携の中心／地域の医療機関と役割分担／
地域の医療人の教育拠点地域医療支援病院

大学病院に準じる病院／高難度手術と重症患者を高密度診療／
全国156病院DPC特定病院群　

カテーテル治療／不整脈アブレーション治療／心臓血管外科
ステントグラフト心臓センター

急性骨髄性白血病／骨髄異形成症候群／慢性骨髄性白血病／慢性骨髄増殖性疾患／急性リンパ性

白血病／慢性リンパ性白血病／悪性リンパ腫／再生不良性貧血／突発性血小板減少性紫斑病
血液内科（無菌病棟）

開頭手術／血管内治療脳血管センター　

救命救急センター

ICU

NICU

HCU

回復期リハビリテーション

緩和ケア病棟

２８

１０

９

20

４2

１２

急性期一般入院料1

無菌治療室   血液内科（無菌病棟）

３34

１８

２

４

１２

４７３

病床数（床）病　棟

Class１００（高度無菌治療室）

Class１０００

Class10000

合計

無菌治療室
内訳

…P.6 …P.8 …P.10 …P.12 …P.14 …P.16
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２万坪の敷地で広々とした敷地。
地下1階、地上10階、700床規模(稼働473床)の病院です。
救急を最重点にした設計になっています。
ハイブリッド手術室を含む14室の手術室、ＩＣＵ10床（12床）、4室のカテ室をもつ心臓センター、救命救急
センター病棟28床（最大60床）（熱傷2床）、脳血管センターなど、超急性期病棟が救急専用エレベータで、
ヘリポートから800坪のＥＲまで縦に直結しています。
今回導入するハイブリッドＥＲは、救急患者が移動することなく、ＥＣＭＯなどの透視下手技、ＣＴ検査、手術、
塞栓術などの血管内治療、開胸、開腹手術が同時に施行できます。
全国で12番目の導入施設です。
最新鋭の医療設備を積極的に導入しています。
320列ＣＴ2台、3.0テスラーＭＲＩ、ハイブリッド手術室、ハイブリッドＥＲ、ＰＥＴ-ＣＴ、マンモＰＥＴ、true beam
(放射線治療装置)、ダビンチＸＩ。
専攻医として腕を磨くのに最適の施設です。

病院施設と救急の紹介
基幹プログラム／連携施設一覧

ハイブリッドER ハイブリッドOR

連携プログラム／基幹施設一覧

内科

小児科

外科

麻酔科

救急科

総合
診療科

藤井病院（内科）／宮古島徳洲会病院（総合診療 Ⅰ）

兵庫医科大学病院／島根大学医学部附属病院／

堺市立総合医療センター／岸和田徳洲会病院／新京都南病院／

生駒市立病院／石垣徳洲会病院／宮古島徳洲会病院／山川病院

神戸大学医学部附属病院／島根大学医学部附属病院／
京都府立医科大学附属病院／湘南鎌倉総合病院／福岡徳洲会病院／
南部徳洲会病院／近江草津徳洲会病院／函館共愛会病院

京都大学医学部附属病院／滋賀医科大学医学部附属病院／名古屋徳洲会総
合病院／岸和田徳洲会病院／八尾徳洲会総合病院／野崎徳洲会病院／吹田
徳洲会病院／近江草津徳洲会病院／仙台徳洲会病院／与論徳洲会病院／
鹿児島徳洲会病院／沖永良部徳洲会病院／宇和島徳洲会病院／新庄徳
洲会病院／帯広徳洲会病院

京都大学医学部附属病院／大阪市立総合医療センター／
埼玉県立小児医療センター／島根県立中央病院／南京都病院／男山病院／
札幌徳洲会病院／共愛会病院

京都大学医学部附属病院／京都府立医科大学附属病院／島根大学医学部附属病院／
地方独立行政法人市立大津市民病院／静岡県立総合病院／西神戸医療センター／京
丹後市立弥栄病院／新京都南病院／京都南病院／岸和田徳洲会病院／八尾徳洲会総
合病院／湘南藤沢徳洲会病院／名古屋徳洲会総合病院／鹿児島徳洲会病院／仙台徳
洲会病院／大隅鹿屋病院／神戸徳洲会病院／宮古島徳洲会病院／石垣島徳洲会病院

３年 １年以上
1年～
２年間

３年 １年以上２年間

３年 6ヶ月以上２年間

4年 １年以上3年間

３年 １年以上２年間

３年 6ヶ月以上２年６か月

内科

小児科

外科

整形外科

産婦人科

泌尿器科

脳神経外科

放射線科

麻酔科

病理

救急科

形成外科

総合診療科

眼科

耳鼻咽喉科・
頭頸部外科

京都府立医科大学附属病院／岸和田徳洲会病院／八尾徳洲会総合病院／湘南藤沢徳洲会病院／名古屋徳洲会総合病院／大隈鹿屋病院

京都大学医学部附属病院

京都大学医学部附属病院／滋賀医科大学医学部附属病院／名古屋徳洲会総合病院／岸和田徳洲会病院／八尾徳洲会総合病院／鹿児島徳洲会病院／仙台徳洲会病院

滋賀医科大学医学部附属病院

島根大学医学部附属病院／奈良県立医科大学附属病院／湘南鎌倉総合病院

滋賀医科大学医学部附属病院

京都大学医学部附属病院

滋賀医科大学医学部附属病院

京都府立医科大学医学部附属病院／神戸大学医学部附属病院／島根大学医学部附属病院／湘南鎌倉総合病院／福岡徳洲会病院

京都大学医学部附属病院

兵庫医科大学病院／島根大学医学部附属病院／堺市立総合医療センター／岸和田徳洲会病院

京都大学医学部附属病院

名古屋徳洲会総合病院／松原徳洲会病院／野崎徳洲会病院／八尾徳洲会総合病院／神戸徳洲会病院／鹿児島徳洲会病院／徳之島徳洲会病院

京都大学医学部附属病院

京都大学医学部附属病院

cover 基幹施設
研修期間

関連施設
研修期間病　　　院　　　名 研修期間
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内科専門医の2階建て部分のサブスペシャリティ重視研修と広範分野の実力をつけられる、ローテーション研修を選
択できます。離島研修では、自然あふれる宮古島か石垣島を選択できます。 

宇治徳洲会病院では、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、血液内科、糖尿病内科、内視鏡の各専門医が取得可能
で、総合内科と連携が取れた専門研修が最短期間で可能です。糖尿病、血液内科は指導医が2019年より赴任したの
で、今後伸びる分野です。 主担当医として入院から退院(初診・入院～退院・通院)まで可能な範囲で経時的に、診断・
治療の流れを通じて、一人一人の患者の全身状態、社会的背景・療養環境調整をも包括する全人的医療を実践し個々
の患者に最適な医療を提供する計画を立て実行する能力が習得できます。専攻医2年修了時点で、指導医による形成
的な指導を通じて内科専門医ボードによる評価に合格できる29症例の病歴要約を作成できます。

専門研修3年間のうちの1年間は立場や地域における役割の異なる医療機関で研修を行うことによって、内科専門医
に求められる役割を実践します。初期研修病院で、長く研修を希望される場合は、連携を組んで1年半程度の期間、そ
の病院で、研修できます。新たに連携を組むことが可能です。

概要・特徴

指導医からのコメント

年間スケジュールの例

当院は地域医療と密接に連携した高水準の診療を行っており、本プログラムは内科系診療科が大学病院や地域の協
力病院とも連携して行います。

救急件数も多いので豊富な症例を経験でき、心臓カテーテル検査・治療や内視鏡検査・治療まで踏み込んだ診療も経
験することが可能です。

サブスペシャリティーとしての診療科がすでに決めておられる方は、それ中心にプログラムをある程度柔軟に組むこと
もできますので、できるだけ一人一人の希望に沿った研修が受けることができます。

自分で物事が判断できる自立した内科医の育成を目標とします。

内 科

症例数 1,257 718 2,159 141 109 294

入院症例 総合内科 消化器 循環器 内分泌 代謝 腎臓

症例数

798

67 183 41 15 245 2,268

入院症例

呼吸器

血液 神経 アレルギー 膠原病 感染 救急

舛田 一哲／部長

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1年次 宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院 宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

地方独立行政法人
市立大津市民病院

2年次

3年次

選 択

宮古島徳洲会病院

選択必須 Ⅱ

静岡県立総合病院

選 択

京丹後市立弥栄病院

選 択

■内科専門領域における年間（2018.4～2019.3）の入院症例数（実数）

43,375 15,337 20,247 26,733 4,026 7,183 14,860

循環器内科

20,090

消化器内科 糖尿病・
内分泌内科

腎臓内科
（透析含む） 呼吸器内科 神経内科 血液内科・

リウマチ科 救急科

■内科専門領域における年間（2018.4～2019.3）の外来延べ患者数

●大隈鹿屋病院
●神戸徳洲会病院
●宮古島徳洲会病院
●石垣島徳洲会病院

-連携病院-選択必須Ⅱ  

選択プログラム 必須プログラム

いずれか3ヶ月間

●京都大学医学部附属病院
●京都府立医科大学附属病院
●島根大学医学部附属病院
●地方独立行政法人市立大津市民病院
●静岡県立総合病院
●西神戸医療センター
●京丹後市立弥栄病院
●新京都南病院
●京都南病院
●岸和田徳洲会病院
●八尾徳洲会総合病院
●湘南藤沢徳洲会病院
●名古屋徳洲会総合病院
●鹿児島徳洲会病院
●仙台徳洲会病院

選択 Ⅰ

1箇所3ヶ月間合計9ヶ月間

専門研修プログラム
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当院は外科専門プログラムの基幹施設であり、２年階建て部分の消化器外科、心臓血管外科、呼吸器外科、小児外科、
乳腺外科の専門医が取得可能です。当プログラムの特徴は、京都府立医科大学や滋賀医科大学、京都大学といった
大学病院や関西の徳洲会グループの病院および与論徳洲会病院のような離島の病院と連携を組んでいる点です。そ
のため、専門的な知識、技術の習得からプライマリーケアまで幅広く研修できます。与論徳洲会病院には３ヶ月間研修
してもらう予定ですが、同院での手術症例はNCDに登録されており、自身の手術症例としてカウントされますので研修
が無駄になることはありません。
初期研修病院で長く研修を希望される場合、その病院で1年半程度研修できます。
連携を追加で申請可能です。

概要・特徴

指導医からのコメント

年間スケジュールの例

当院は外科専門研修基幹施設に認定されており、消化器外科、心臓血管外科、呼吸器外科、小児外科、乳腺外科の各
専門科それぞれに専門医がおり、手術症例も多くアクティブに診療しています。

また、当院は救命救急センターを擁し救急搬入も多く京都府下有数の件数を誇っており、緊急手術が多いのも特徴で
す。そのため手術件数も多く、執刀の機会にも恵まれています。

さらに、大学病院から離島まで幅広く連携施設があり、院内各科の連携もスムースで個別の要望に応えられるような研
修が可能です。

外 科

久保田 良浩／副院長

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

3年次 宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

沖永良部徳洲会病院

4年次

5年次

必  須

宇治徳洲会病院
岸和田徳洲会病院

選択必須Ⅰ

■外科領域における年間手術数およびその細目（2018.4～2019.3）

手術数

704

68

61

252

182

129

96

464

1,492

71

1,563

１

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

消化管および腹部内臓

乳腺

呼吸器

心臓・大血管

末梢血管（頭蓋内血管を除く）

頭頸部・体表・内分泌外科（皮膚，軟部組織，顔面，唾液腺，甲状腺，上皮小体，性腺，副腎など）

小児外科

上記1～7の各分野における内視鏡手術（腹腔鏡・胸腔鏡を含む）

外科領域（上記1～7）　合計

外科専攻医の経験症例とはならないNCD登録症例

外科領域（上記9および10）合計

３ヶ月間

●京都大学医学部附属病院
●滋賀医科大学医学部附属病院
●名古屋徳洲会総合病院
●岸和田徳洲会病院
●八尾徳洲会総合病院
●野崎徳洲会病院
●吹田徳洲会病院
●近江草津徳洲会病院
●仙台徳洲会病院
●鹿児島徳洲会病院

-連携病院-選択必須 Ⅰ

必須プログラム

3ヶ月以上

●与論徳洲会病院
●沖永良部徳洲会病院
●宇和島徳洲会病院
●新庄徳洲会病院
●帯広徳洲会病院

-連携病院-必須

3ヶ月間

専門研修プログラム

8 9



本専門研修プログラムは専攻医が整備指針に定められた麻酔科研修の到達目標を達成できる専攻医教育を提供し、
地域の麻酔診療を維持すべく十分な知識・技術・態度を備えた麻酔科専門医を育成します。

京都府南部で唯一の救命救急センター。緊急手術を多く受入れており、特に京都府南部では一番多く心臓大血管手
術管理の研修が出来る施設です。また、硬膜外ブロックをはじめとした神経ブロック症例も豊富に研修できます。

手術の麻酔管理以外にペインクリニックの研修も可能です。

概要・特徴

指導医からのコメント
年間スケジュールの例

現在常勤医６名と多数の非常勤医師とともに全身麻酔の管理を中心に行っています。
新築移転後、件数もうなぎ登りで年間3000件を超えるようになりました。手術室は全14ページ室、現在は10室で手
術を行っています。

各手術室には大学病院にも劣らない麻酔器・生体モニター、3D経食道・神経ブロック用エコーが整備されており、心臓
血管外科・脳神経外科・外科・小児外科から形成外科・歯科口腔外科・心臓血管内科(不整脈治療)と様々な手術を行
います。
当院は救急搬入件数京都府下1位であることが示す如く、例年全体の3～4割が緊急手術となります。
手術室内には様々な職種が出入りしています。看護師・薬剤師・臨床検査技師・臨床工学士など協力し合い業務を行っ
ています。一緒に働きませんか？

また、ペインセンター長の村川医師とともに、交換神経節・腹腔神経叢ブロックなども行っており、ペインの分野でも活
躍できます。

手術室全室稼働を目指して一緒に頑張りましょう。

麻酔科

鬼頭 秀樹／部長

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

3年次 宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

函館共愛会病院

4年次

必  須

宇治徳洲会病院

５年次

6年次

京都府立医科大学附属病院

選択必須Ⅱ

■麻酔科年間手術症例数（2018.4～2019.3）

１

2

3

4

5

6

7

麻酔科管理全症例数

うち、全身麻酔症例数

小児（6歳未満）の麻酔

帝王切開術の麻酔

心臓血管手術の麻酔

胸部外科手術の麻酔

脳神経外科の麻酔 ３ヶ月間

症例数

4,322

3,342

81

131

168

62

114

●湘南鎌倉総合病院
●福岡徳洲会病院
●南部徳洲会病院
●近江草津徳洲会病院

-基幹連携病院-選択

0～12ヶ月間

専門研修プログラム

●函館共愛会病院

-連携病院-必須

3年目に3ヶ月間

●京都府立医科大学附属病院
●島根大学医学部附属病院
●神戸大学医学部附属病院

-連携病院-選択必須Ⅱ

5年目にいずれか12ヶ月間

10 11

10 11

選択プログラム必須プログラム



離島研修では、自然豊かな宮古島、石垣島、鹿児島の指宿温泉近くの山川病院を選択できます。
外傷症例が多く救急科で手術まで担当している兵庫医科大学高度救命救急センター、ERで幅広い診療をしている京
都府立医科大学、宇治徳洲会と同規模の診療をしていて救命救急センター指定を受けている岸和田徳洲会病院は
ERと集中治療の研修ができます。
宇治徳洲会病院はドクターカー運用をしており、現場にも出動します。

最新鋭の医療機器、ハイブリッドERなどを駆使し、夜間でも昼間と同じ診療が展開できる病院です。
病院全体が救命救急センターのコンセプトで各科の迅速な協力が得られます。

概要・特徴

指導医からのコメント

年間スケジュールの例

当院は京都府南部を担当する救命救急センターであり、年間約9000件の救急車搬入があります。そのうち重症患者
は年間1500件超です。救急外来と集中治療、引き続いて病棟管理も担当しています。
また、消化管出血患者が多いため止血ができるように内視鏡研修は必須としています。

希望によってはTEA研修や、ニーズに合った研修を保証します。

救急科

末吉 敦／病院長

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

3年次 宇治徳洲会病院

宇治徳洲会病院

石垣島徳洲会病院

4年次

必  須

５年次

■救急科領域における年間症例数およびその細目（2018.4～2019.3）

１

2

3

4

5

6

7

８

心停止

ショック

内因性救急疾患

外因性救急疾患

小児および特殊救急

救急車（ドクターカー、ヘリ含む）

救急入院患者

重症救急患者

３ヶ月間

症例数症例区分

192

382

15,134

8,538

8,322

8,742

3,730

1,528

宇治徳洲会病院
岸和田徳洲会病院

必  須
島根大学

医学部附属病院

必  須

３ヶ月間
●石垣徳洲会病院
●宮古島徳洲会病院
●山川病院

-離島病院-選択必須Ⅰ

いずれか3ヶ月間

専門研修プログラム

●兵庫医科大学病院
●島根大学医学部附属病院
●堺市立総合医療センター
●岸和田徳洲会病院

必須

6ヶ月間以上

●新京都南病院
●生駒市立病院

-連携病院-選択

いずれか0～1年間

選択プログラム

12 13

1312

必須プログラム



本プログラムでは、「小児医療の水準向上・進歩発展を図り、小児の健康増進および福祉の充実に寄与する優れた小
児科専門医を育成する」ことを目的とし、一定の専門領域に偏ることなく、幅広く研修します。
専攻医は「小児科医は子どもの総合医である」という基本的姿勢に基づいて3年間の研修を行い、「子どもの総合診療
医」「育児・健康支援者」「子どもの代弁者」「学識・研究者」「医療のプロフェッショナル」の5つの資質を備えた小児科
専門医となることをめざしてください。
専門研修期間3年間のうち、2年間は基幹施設である宇治徳洲会病院において小児科全般の急性期・慢性期疾患を
担当医として研修するとともに、保健所および保健センターにおいて地域小児保健医療・行政を学びます。その間、周
産期母子医療センター（NICU）で新生児疾患・先天異常疾患を、また、救命センターで救急医療の基本を研修します。
残りの専門研修期間1年間は、京都大学医学部附属病院、大阪市立総合医療センター、国立病院機構南京都病院、埼
玉県立小児医療センター、男山病院、中部徳洲会病院、札幌徳洲会病院等で、それぞれの地域の特性と施設の役割に
応じた地域医療と他科との医療連携を幅広く体験します。

概要・特徴

指導医からのコメント

年間スケジュールの例

小児科では、ICU、NICU、ER治療を含め24時間の１～3次救急対応に加え、予防接種や乳児検診・一般外来で、病気
の予防や子育ての不安を解消できる助けとなるよう努力しています。
また、新生児・神経・循環器・内分泌代謝・血液疾患・アレルギー、川崎病など各領域の常勤熟練専門医による高度な
ニーズに応じた医療を行っています。
救急受け入れ件数は京都府下有数となっており、年間約40,000人の外来患者、約1,500人の小児救急車来院患者、
600～700人の入院患者の治療を行っております。また、NICUでは現在9床の認可を得て、年間100～120人の入院
治療を行っております。
「宇治徳洲会病院に行けば必ず診察してもらえる」という言葉を頂きながら地域の子どもたちの為に24時間体制で診
療にあたっています。

小児科

重松 陽介／小児科指導部長

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

3年次

宇治徳洲会病院

4年次

5年次

京都大学医学部附属病院

必  須

■外科領域における年間手術数およびその細目（2018.4～2019.3）

新生児疾患
先天異常
先天代謝異常･代謝性疾患
内分泌
生体防御･免疫異常
膠原病･リウマチ性疾患
アレルギー性疾患
感染症
呼吸器
消化器疾患
循環器疾患
血液･腫瘍性疾患
腎･泌尿器疾患、生殖器系疾患
神経･筋性疾患
精神行動･心身医学思春期
救急医療
障害児（者）医療

乳児検診
予防接種

専門研修プログラム

領域別年間入院患者実数領域別年間外来患者実数領域
820

1,120
3,035
80
230
519
45
486

3,810
7,397
7,666
8,701
689
726

1,120
1,742
1,548
3,460
300

422
42
63
49
12
83
120
559

1,500
150
76
78
120
223
190
604
200

小児保健　成長・発達

●京都大学医学部附属病院
●大阪市立総合医療センター
●埼玉県立小児医療センター
●島根県立中央病院

選択必須

必須プログラム 選択必須プログラム

1年間
選択プログラム

●南京都病院
●男山病院
●札幌徳洲会病院

選択

3～9ヶ月間

●共愛会病院

必須

3ヶ月間

1514

14 15

宇治徳洲会病院
共愛会病院

必  須



1716

４０年前の病院創業時から、アメリカ式のローテーション教育を行い、離島で実践できる総合診療科研修を実践してき
た宇治徳洲会病院は、総合診療を研修するのに最適な病院です。

短期間の研修であっても分け隔てのない研修が提供され、スーパープライマリードクター養成が可能です。総合専門
研修１では、自然豊かな宮古島病院。内科、小児科研修は、指導医が充実している宇治徳洲会病院。救急科研修も救命
救急センターで症例豊富な宇治徳洲会病院で研修が受けられます。

内科研修として、広島県福山市郊外、宮之浦で総合診療を実践されている、藤井病院でも研修が可能です。
厚生労働省は、専攻医の１０％を総合診療科医師で養成しようとしています。

救命救急センター、がん診療連携拠点病院に代表される高度急性期から、回復期、緩和ケア、
在宅医療まで幅広く経験できる宇治徳洲会病院を基幹施設とするプログラムに参加してみませんか？

概要・特徴

指導医からのコメント

年間スケジュールの例

超規模かつ地域に密着した地域医療支援病院である当院は、その地域性とあいまって多様な背景をもつ様々な疾患
に対して柔軟なプログラムの中で多くの経験をすることができます。
それゆえに、研修は決して楽ではありませんが幅広い将来に繋がる力が涵養されるでしょう。

全人的対応ができ、常にチームの一員としての心掛けと活動ができる方には、研修終了後も是非我々と共に将来に渡
り活躍していただきたいと思います。

総合診療科

齊藤 昌彦／部長

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

専門研修プログラム

●宇治徳洲会病院
●藤井病院

内 科

あわせて１年間

●小児科/救急科
 （宇治徳洲会病院）

必修領域別研修

各3ヶ月間

●宮古島徳洲会病院

総合専門研修 Ⅰ

6ヶ月間

●宇治徳洲会病院

総合専門研修 Ⅱ

1年間

3年次

4年次

宇治徳洲会病院
小児科

宇治徳洲会病院
救急科

必修領域別研修

宮古島徳洲会病院

必修領域別研修

宇治徳洲会病院

内 科

5年次
宇治徳洲会病院

総合専門研修 Ⅱ

総合専門研修 Ⅰ

宮古島徳洲会病院

16 17



18

18

19

19

アメリカのフロリダにある宇治徳洲会の友好病院です。
640床の病院で、宇治徳洲会病院と類似点が多くあります。
まず、60ｋｍ範囲内で唯一のトラウマセンター（levelⅡ）で24時間地域の重傷外傷がすべて、陸路、空路から
搬入されます。フロリダ州の州法で、トラウマアラートを満たした重傷外傷はすべてトラウマセンターへの搬
入が義務付けられています。
救急車と救急ヘリの受入れ件数は年間2万件です。そのためAcute Care Surgery手術例が年間1500、
整形外科手術例は5500件あります。そのほか、周産期も強くレベルⅡのＮＩＣＵを持ち年間の分娩数は3770
件、また心臓センターも有名でカテ室が７つあり、ＰＣＩ件数が年間4500件、また地域唯一の脳卒中センター
に指定されており、宇治徳洲会病院の得意診療分野がさらにグレードアップされている病院です。
宇治徳洲会病院で後期研修をするとアメリカ最先端の病院に見学研修に行くことができます。

海外見学研修 Holmes Regional Medical Center,Melbourne,Florida

診療科概 要
医療法人徳洲会 宇治徳洲会病院

〒611-0041 京都府宇治市槇島町石橋145番 

0774-20-1111／0774-20-2336

昭和54年12月（平成27年6月 新築移転）

病院長　末吉 敦

473床

鉄筋コンクリート 地上 10 階・地下 1階
延床面積57,523㎡(17,400坪)

内科／呼吸器内科／消化器内科／糖尿病・内分泌内科／脳神経内科／

心臓血管内科・循環器内科／人工透析内科／小児科／外科／

消化器外科／呼吸器外科／こう門外科／内視鏡外科／乳腺外科／

整形外科／小児外科／形成外科／脳神経外科／心臓血管外科／

泌尿器科／耳鼻いんこう科／頭頸部外科／頭頚部外科／皮膚科／

眼科／産婦人科／放射線診断科／放射線治療科／ペインクリニック・

疼痛緩和外科／緩和ケア内科／麻酔科（鬼頭 秀樹）／歯科口腔外科／

リハビリテーション科／救急科（救急総合診療科）／病理診断科／血液内科

救命救急センター、京都府災害拠点病院、地域がん診療連携拠点病院、地域周産期母子医療センター、厚生労働省指定臨床研修指定

病院、厚生労働省指定歯科医師臨床研修指定病院、 京都府肝炎治療指定医療機関、日本内科学会認定医制度教育病院 、日本外科

学会専門医制度修練施設、日本循環器学会専門医研修施設、日本産婦人科学会専門医制度卒後研修指導施設、 日本泌尿器科学会

専門医教育施設、日本消化器病学会専門医制度認定施設、日本消化器内視鏡学会指導施設、日本呼吸器学会認定施設、呼吸器外科

専門医合同委員会認定修練施設(基幹施設) 日本気管食道科学会研修施設、日本整形外科学会専門医研修施設、日本脳卒中学会認

定研修教育施設、日本脳神経外科学会認定施設C項、 日本眼科学会専門医制度研修施設 、日本放射線科専門医修練機関、日本消化

器外科学会専門医修練施設、日本周産期・新生児医学会暫定研修施設、 日本救急医学会救急科専門医指定施設、日本小児科学会

専門医研修施設(関連施設) 、日本小児外科学会専門医制度教育関連施設、 日本麻酔科学会認定病院、日本がん治療認定医機構認

定研修施設 、日本病理学会研修登録施設、日本静脈経腸栄養学会NST稼動施設、日本栄養療法推進協議会NST稼動施設、母体保護

法指定医研修機関、日本ステントグラフト実施施設(腹部)、日本ステントグラフト実施施設(胸部)、日本心血管インターベンション治療学会

研修施設、心臓血管外科学会認定修練基幹施設、日本ペインクリニック学会指定研修施設、下肢静脈瘤に対する血管内焼灼術の実施

基準による実施施設、日本血液学会血液研修施設、日本プライマリ・ケア連合学会認定家庭医療後期研修プログラム(ver2.0)認定施

設、日本プライマリ・ケア連合学会認定(試行事業)病院総合医養成プログラム認定施設、日本口腔診断学会認定研修機関

名　　　称

住　　　所

TEL／FAX

設　　　立

管　理　者

病　床　数

規模構造

指定病院

生命を安心して預けられる病院
健康と生活を守る病院

「年中無休・24時間オープン」で救急医療を提供します。

十分な説明と同意を心がけ、患者さんの意思を尊重した医療を提供します。

地域の医療機関との連携を密にして、地域医療の発展に貢献します。

患者さんからの贈り物は一切受け取りません。

医療技術・診療態度の向上にたえず努力します。

患者さんの安全を常に考えながら医療を行います。

自分の家族にも受けさせたい医療を提供します。


